
( 事業場No. )

・

㎡ ㎡

所在地
練馬区高松三丁目3475番1、3475番3，3475番4、3476番1、
3476番2、3476番3、3476番4

（地番） 練馬区高松三丁目2番1号 （住居表示）

訂正年月日・契機 令和８年１月５日・措置内容の訂正

（環境確保条例第118条の２　参考様式）

土壌汚染情報公開台帳（基準不適合台帳）
KJ-223-007

整理番号 １２０－００１１ 調製年月日・契機 令和7年2月21日 第116条第１項第１号

当該土地が規則第54条第３項第１号に該当する場合は、その旨

当該土地が規則第55条第３項に該当する場合は、その旨

当該土地が土壌汚染対策法の規定に基づき要措置区域又は形質変更
時要届出区域に指定された区域を含む場合は、その旨

(調査範囲)

汚染状況調査の方法に関する特記事項

当該土地において講じられた健康被害の防止又は周辺地下水
汚染拡大の防止のための措置がある場合は、その内容

舗装

当該土地に条例第122条第１項第２号の土壌がある場合は、その旨
（汚染の原因が水面埋立材に由来する場合は、その旨）

工場又は指定作業場の名称
（土地の改変に係る事業の名称）

日産東京販売株式会社　ルノー練馬
（令和６年９月30日廃止）

面積 100
 基準不適
 合範囲

1,477

備　　考 令和８年１月５日・措置内容の訂正（立入禁止→舗装）

土壌の汚染状況

報告受理年月日 特定有害物質の種類 適合しない基準項目 汚染状況調査の受託者

令和7年1月27日 鉛及びその化合物 含有量基準・溶出量基準・第二溶出量基準

含有量基準・溶出量基準・第二溶出量基準

株式会社住化分析センター

含有量基準・溶出量基準・第二溶出量基準

含有量基準・溶出量基準・第二溶出量基準

整理番号120-0011 1/2 （添付書類含まず）



地下水の汚染状況

報告受理年月日 特定有害物質の種類 適合又は適合しない基準項目 汚染状況調査の受託者

適合・地下水基準・第二地下水基準

適合・地下水基準・第二地下水基準

地下水の汚染状況
（対象地境界）

適合・地下水基準・第二地下水基準

適合・地下水基準・第二地下水基準

汚染土壌の処理方法

有・無

土 地 の 措 置
又は改変状況
（自然由来等
土壌にあって
は、搬出及び
処理の状況）

届出(着手)時期 完了時期 土地の措置又は改変の種類 実施者 土壌搬出

有・無

有・無

有・無

有・無

有・無

有・無

有・無

有・無

有・無

整理番号120-0011 2/2 （添付書類含まず）



BA

1

2

屋外キュービクル

サービス工場

ショールーム

起点

油庫

コンプレッサー室

オイルタンク埋設

27°42'56.00″

X=-28194.348m
Y=-18558.209m

縮　尺

図面番号

作成日

作成会社名 株式会社　住化分析センター

（凡例）

1：500

2024年12月

メッシュコードの表示例

7

4

1

8

2

9

6

3

A1 - 5
ブロック 単位区画

A

15

単位区画（10m×10m=100㎡)

30m格子 （30m×30m=900㎡)

対象地（敷地面積1447.33㎡）

区画統合

測定項目

工場の範囲

揮発性有機化合物（ベンゼン）

建物

全部対象区画

一部対象区画

日産東京販売　ルノー旧練馬店

重金属等（鉛・ほう素）

図面名称 単位区画の分類図

図5.3※起点の座標（世界測地系の平面直角座標系(9系)）

は実測ではなく、国土地理院HP掲載の地理院地図に

おける緯度及び経度を世界測地系平面直角座標に

換算したものである。
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5.2 調査区画の設定 
環境確保条例に定められた調査手法に従い調査区画を設定した。 
 
(1) 単位区画の設定 

調査対象地の最北端（座標北：地番 練馬区高松三丁目3475番3の最北端、世界測地系の

平面直角座標系(9系)におけるX座標 -28194.348m Y座標 -18558.209m(※)）を起点とし

て、東西方向および南北方向に引いた線並びにこれらと平行して10m間隔で引いた線によ

り調査対象地を区分し、単位区画とした。また、区画される部分の数を最小とするために、

これらの線について起点を支点として右に27度42分56.00秒回転させた。 
さらに隣接する単位区画の面積の合計が130m2を超えず、且つ統合した単位区画の長軸

が20mを超えない場合には単位区画の統合を行った。 
※：実測ではなく、国土地理院HP掲載の地理院地図における緯度及び経度を世界測地系平

面直角座標に換算したもの 
 

(2) 30m 格子の設定 
調査対象地を区画する線であって、起点を通るものおよびこれらと平行して 30m 間隔

で引いた線により分割した。本調査においては、30m 格子（9 単位区画：900m2）を便宜

上ブロックと称した。 
 

5.3 汚染のおそれの区分 
ご提供いただいた情報および現地利用状況から、汚染のおそれを以下の通り区分した。 
 

① 土壌汚染が存在するおそれが比較的多いと認められる土地 
・自動車整備工場、油庫（ベンゼン、鉛、ほう素） 
・埋設タンク（ベンゼン、鉛） 

② 土壌汚染が存在するおそれが少ないと認められる土地 
・上記以外の部分（ベンゼン、鉛、ほう素） 

③土壌汚染が存在するおそれがないと認められる土地 
・敷地全域 

（第一種特定有害物質（ベンゼン除く）、第二種特定有害物質（鉛、ほう素除く）、

第三種特定有害物質） 
 
なお埋設タンクは、現在は利用されておらず地表部はコンクリートで埋められて

いた。現在の従業員にはこのタンクの利用内容を知る者はおらず、記録類も無かっ

た。過去に廃油用に使用されていたと推定され、廃油にはベンゼンや鉛を含んだガ

ソリンを微量混入していた可能性がある。 
 

土壌汚染のおそれの区分図を図 5.1（ベンゼン、鉛）、図 5.2（ほう素）、単位区画の分類

図を図 5.3、単位区画一覧表を表 5.2 に示す。 
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BA

1

2

屋外キュービクル

サービス工場

ショールーム

起点

油庫

コンプレッサー室

オイルタンク埋設

27°42'56.00″

X=-28194.348m
Y=-18558.209m

縮　尺

図面番号

作成日

作成会社名 株式会社　住化分析センター

（凡例）

1：500

2024年12月

メッシュコードの表示例

7

4

1

8

2

9

6

3

A1 - 5
ブロック 単位区画

A

15

単位区画（10m×10m=100㎡)

30m格子 （30m×30m=900㎡)

対象地（敷地面積1447.33㎡）

区画統合

測定項目

工場の範囲

揮発性有機化合物（ベンゼン）

建物

全部対象区画

一部対象区画

日産東京販売　ルノー旧練馬店

重金属等（鉛・ほう素）

図面名称 単位区画の分類図

図5.3※起点の座標（世界測地系の平面直角座標系(9系)）

は実測ではなく、国土地理院HP掲載の地理院地図に

おける緯度及び経度を世界測地系平面直角座標に

換算したものである。
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BA

1

2

屋外キュービクル

サービス工場

ショールーム

起点

油庫

コンプレッサー室

オイルタンク埋設

27°42'56.00″

X=-28194.348m
Y=-18558.209m

縮　尺

図面番号

作成日

作成会社名 株式会社　住化分析センター

（凡例）

1：500

2024年12月

メッシュコードの表示例

7

4

1

8

2

9

6

3

A1 - 5
ブロック 単位区画

A

15

表層土壌採取地点（鉛、ほう素） ： 16地点 単位区画（10m×10m=100㎡)

30m格子 （30m×30m=900㎡)

対象地（敷地面積1447.33㎡）

表層土壌試料数 　： 12検体

土壌ガス調査地点 ： 11地点

区画統合

測定項目

地下タンク下（鉛）:  1地点

工場の範囲

揮発性有機化合物（ベンゼン）

建物

日産東京販売　ルノー旧練馬店

 ・3地点混合試料 ：  2検体

 ・単地点試料 　 ： 10検体

重金属等（鉛・ほう素）

図面名称 調査地点位置図

図5.4

全部対象区画

一部対象区画 ※起点の座標（世界測地系の平面直角座標系(9系)）

は実測ではなく、国土地理院HP掲載の地理院地図に

おける緯度及び経度を世界測地系平面直角座標に

換算したものである。
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BA

1

2

屋外キュービクル

サービス工場

ショールーム

起点

油庫

コンプレッサー室

オイルタンク埋設

27°42'56.00″

X=-28194.348m
Y=-18558.209m

縮　尺

図面番号

作成日

作成会社名

鉛

株式会社　住化分析センター

（凡例）

1：500

2025年1月

メッシュコードの表示例

7

4

1

8

2

9

6

3

A1 - 5
ブロック 単位区画

A

15

表層土壌採取地点 ： 16地点 単位区画（10m×10m=100㎡)

30m格子 （30m×30m=900㎡)

対象地（敷地面積1447.33㎡）

分析検体数　　 　： 12検体

区画統合

測定項目

図面名称 調査結果図（表層土壌基準超過）

 ・3地点混合試料 ：  2検体

日産東京販売　ルノー旧練馬店

 ・単地点試料 　 ： 10検体
工場の範囲

建物

鉛基準超過区画

溶出量 含有量
mg/L mg/kg

0.005未満 170表層

測定項目

深度

鉛
A1-8

項目
基準値

溶出量試験(mg/L)

鉛 0.01

含有量試験(mg/kg)

150

地下タンク下（鉛）:  1地点

図7.1※起点の座標（世界測地系の平面直角座標系(9系)）

は実測ではなく、国土地理院HP掲載の地理院地図に

おける緯度及び経度を世界測地系平面直角座標に

換算したものである。

※赤字は基準超過を示す。
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